
【Ｎ Ｅ Ｔ Ｉ Ｓ

　

Ｑ Ｓ － ０ ８００１１‐Ｖ登録の閲覧につきまして】

ＮＥＴ工Ｓ

　

ＱＳ－０８００１１‐Ｖ登録は、 新技術情報提供システムへの掲載期間満了 （平成

３１年３月末） につき、 国土交通省九州地方整備局の了解のもとに、 こちらへ申請情報の画像

のみ、 掲載しております。

本文中のＵＲＬ、 メールア ドレスへはリンクしておりませんのでご了承ください。

お問い合わせは、 弊社ホームページの 「お問合せ」 からお願いします。

令和元年１１ 月

日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社

　　　　　　

コンポジット事業部
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２０１８．１０．０１現 在

新技術情報入力システム（建設版）

新技術情報

技術名称 フオルカストランドシート工法 開発年 ２００７

副

　

題
特殊加工した連続繊維シートによるコンクリート構
造物の補修・補強工法

区分 工法

情報提供の範囲 国土交通省のみ

　　　

国土交通省以外の公的機関

　　　　

＊一般

分

　

類

レバミノレＩ レバミノし２ レバミノレ３ レバミノレ４

分類ｌ 道路維持修繕工 橋梁補修補強工 新素材繊維
接着工

分類２ 道路維持修繕工 橋梁補修補強工 表面保護工

分類３ 建築 耐震・免震・制震工

　

事

分類４

分類５

キー
ワード

＊安 全・安 心

　　　　　　　　　

環 境

　　　　　　　　　　　　　

情 報 化

＊コスト縮減・生産性の向上

　　　

＊公共工事の品質確保・向上

　　　

景観
伝統・歴史・文化

　　　　　　　

リサイクル

自由記入１連続繊維補強材 ストランドシート

開発目標

省 人 化

　　　　　　　

＊省 力 化

　　　　　　　　　

＊経 済 性 の 向 上

施工精度の向上

　　　

耐久性の向上

　　　　　　

安全性の向上
＊作業環境の向上

　　

周辺環境への影響抑制 地球環境への影響抑制
省資源・省エネルギ

　

品質の向上

　　　　　　　

リサイクル性向上

その他（

　

）

開発体制
覆
単 （＊産、 官、 学） 茅 研 （産‐産、 産‐官、 産‐学、 産‐官‐学）

開発会
社 日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社

問合せ先

技術

会社 日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社

担当部署 コンポジット事業部社会資本材料部開発
企画グループ 担当者 立石晶洋

郵便番号 〒１０４‐００６１

住所 東京都中央区銀座七丁目１６‐３

ＴＥＬ ０３‐６８５９‐３４４１ ＦＡＸ
０３‐６８５９‐

３４４６

Ｅ－ ＭＡＩＬ ｔａｔｅｉｓｈｉ．ｙｍ５．ａｋｉｈｉｒｏ＠ｎｓｃｍ．ｎｉｐｐｏｎｓｔｅｅｌ．ｃｏｍ

ＵＲＬ ｈｔｔｐ二／／ｗＷＷ．ｎｓｃｍ．ｎｉｐｐｏｎＳｔｅｅｌ．ｃｏｍ／

会社 日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社

担当部署 コンポジット事業部 社会資本材料部補強
材料グループ 担当者 渡部修

技術

問合せ先
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営業

郵便番号

住所 東京都中央区銀座七丁目１６－３

ＴＥＬ ０３‐６８５９‐３４４１ ＦＡＸ
０３一６８５９‐

３４４６

Ｅ－ ＭＡＩＬ ｗａｔａｎａｂｅ．ｅ５ｒ．ｏｓａｍｕ＠ｎｓｃｍ．．ｎｉｐｐｏｎｓｔｅｅｌ．ｃｏｍ

ＵＲＬ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｓｃｍ．ｎｉｐｐｏｎｓｔｅｅｌ．ｃｏｍ

問合せ先（その他）

会社 １

　

担当部署

　

１

　

担当者

　

１

　

郵便番号

　

１ 住所１ＴＥＬ１ＦＡＸ １

　

Ｅ‐ＭＡＩＬ

　

－

　

ＵＲＬ

郵便番号

　

〒ｌｏ４‐００６１

営業

概要（アブストラクト） ※検索結果に表示する技術の概要です（全角１２７文字）

本工法は、炭素繊維などをエポキシ樹脂で棒状に硬化し、一方向に配列させすだれ状に加工し
た強化繊維シート「ストランドシート」を、エポキシ樹脂等の常温硬化型接着剤を用いて貼り付け
るだけで、従来より安価で短期間にコンクリート構造物の補修・補強が可能である。

概要

単位 高強度型炭素繊維

品番 ＦＳＳ‐ＨＴ６００

繊維目付 ｇ／ｍ２ ６００

①何について何をする技術≠
フオルカストランドシート工法
させすだれ状に加工した強ィ
着剤を用いて対象物の表面‘
に優れた工法である。

②従来
コンクリ
近年、′

③公共
コンクリ

④その他
ストランドシート工法と一般的
ストランドシート工法で用いら
キシ樹脂を含浸、硬化させて
て、使用される専用接着剤は
する必要がないため、炭素織
浸・脱泡作業が不要である。
に比べて短工期、低コストと≠

両者とも同種の炭素繊維、ネ喜

に硬化し、一方口に配列
シ樹脂等の常温硬化型接

補強をする施工性

化型エポ
目におい

脂を含浸
樹脂含
ト接着工法

補強効果が期待される。
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引 張 強 度

　　　　　　

Ｎ／ｍｍ２

　　　　　　　　　　　

３，４００

　　　　　

引 張 弾 性 率

　　　　　　

Ｎ／ｍｍ２

　　　　　　　　　

２．４５ｘｌｏ^ ５

　　　　　

設 計 厚 さ

　　　　　　　　

ｍｍ

　　　　　　　　　　　　

ｏ．３３３

　　　　　

標 準 製 品 幅

　　　　　　　

ｍｍ

　　　　　　　　　　　　

５００

　　　　　

標 準 長 さ

　　　　　　　　

ｍ

　　　　　　　　　　　　

３．０

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　

　

るだけで、従来より安価で短期間にコンクリート構造物の補修・補強が可能である。

新規性及び期待される効果

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）
従来、補強材として使用されてきた鋼板よりも、軽量で薄い素材を手作業で貼り付けるだけで施
工できるので、簡便かつ短納期で補修・補強が可能である。

②期待される効果は？（新技術活用のメリットは？）
１）軽量で薄い
死荷重の増加や建築限界への影響が少ない。
２）施工性
重機械が不要で軽量な材料を手作業で貼り付ける簡便な作業なので、現場・施工条件の制約
を受けにくい。
３）耐久性
鋼材は錆びるが、本工法は炭素繊維、エポキシ樹脂などの錆びない素材で構成されているた
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め、耐蝕性に優れ、塩害対策にも有効である。
４）設計法
ＲＣに準拠した構造補強計算が可能。

③その他
専用接着剤がプライマー及び不陸修正材を兼用し、ドライシートに樹脂を含浸する必要がない
ので、炭素繊維シート接着工法より簡便に施工できる。

　　　　　　

　　 　

　　　　　　　　

　
　 　 　　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　

　
　　

　　　　

　

　　　　　　　　　　　　

　
　　
　

　

　

　　　
　

　

　

　　

　
　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　 　　　

　　

　

　　

　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　

　　　

　

　 　 　

　

　　

　　　　

廠

　　　　　　　　

‘エ
ー はぎ， ′ も

　　　　　　　　　　　　　　

， ′， ｒさ．‘′

　

〆

　　　　　　

ミ

　　　

一

　

二・

　

・，′●

　

●・・、．・ ‐，，，
．二

　

き

　

ｒ・

　　　　

三 ご千　　　　　　　

　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

ストランドシート貼 付 工

適用条件

①自然条件
気温が５ｏＣ以上で施工すること。
雨天または結露がある場合には施工しないこと。

②現場条件
重機を用いず、全ての作業が手作業で出来るため、人力作業が可能なスペースがあれば作業
できる。

③技術提供可能地域
技術提供地域については制限なし

④関係法令等
道路構造令

適用範囲
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コンクリート構造物全般の補修・補強
床版補強の場合、損傷段階規準（建設省土木研究所共同研究報告第２３５号）において、損傷が
比較的軽度の１～ＩＶに適用できる。

②特に効果の高い適用範囲
重機を用いず、全ての作業が手作業で出来るため、人力作業が可能なスペースがあれば作業
できる。
床版補強に代表される平面部の多い構造物に施工性よく適用できる。

③適用できない範囲
損傷程度が激しすぎる場合、すなわち、損傷段階（建設省土木研究所共同研究報告第２３５号）が
段階Ｖ サイコロ状にひび割れが進展、段階Ｗ 床版が陥没する場合には適用できない。

④適用にあたり、関係する基準およびその引用元
１，炭素繊維による鉄筋コンクリート橋脚の補強工法（日本道路公団試験研究室１９９５２）
２．炭素繊維シートによるＲＣ橋脚補強に関する設計・施工要領（案）（阪神高速道路公団コンク
リート構造物の耐久性に関する調査研究委員会１９９７．５）
３．炭素繊維シートを用い単柱式鉄筋コンクリート橋脚の耐震補強マニュアル（案）（土木技術セン
ター 炭素繊維を用いた耐震補強法研究会 平成８１９年度報告書１９９８．９）
４．炭素繊維シートによる鉄道高架橋柱の耐震補強設計・施工指針（鉄道総合技術研究所
１９９６．７）

５．炭素繊維シートによる地下鉄ＲＣ柱の耐震補強設計・施工指針（鉄道総合技術研究所１９９７．１）
６．設計要領第二集 橋梁保全編（日本道路公団１９９７．１１）
７．連続繊維補強材を用いた既設鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐震
改修設計・施工指針（（財）日本建築防災協会１９９９．９）
８．炭素繊維シートによる道路橋コンクリート部材の補修・補強に関する設計・施工指針（案）（建設
省土木研究所１９９９．”）
９．コンクリート部材の補修・補強に関する共同研究報告書（ｍ）－炭素繊維シート接着工法に関よ
る道路橋コンクリート部材の補修・補強に関する設計・施工指針（案）－（建設省土木研究所
１９９９．１２）

ｌｏ，連続繊維シートを用いた構造物の補修補強指針（土木学会２０００．３））
１１．フオルカストランドシート工法技術資料
１２．フオルカストランドシート工法施工指針

留意事項

①設計時
１）各機関より発行されている設計指針等に明記されており、これらにしたがって設計する。例）コ
ンクリート部材の補修・補強に関する共同研究報告書（ｍ）－炭素繊維シート接着工法に関よる道
路橋コンクリート部材の補修・補強に関する設計・施工指針（案）－（建設省土木研究所１９９９．１２）
ＲＣ床版補修の場合、建設省土木研究所「土木研究所資料、橋梁点検要領（案）、昭和６３年７月」
など、適切な方法によって現場調査を実施し、床版コンクリートの劣化、鉄筋の腐食の状況を確
認し、必要であれば設計計算に基づいてストランドシートの補強枚数を決定する。
Ａ活設計をＢ活対応としてのＲＣ床版補強の場合には、許容応力度法により、主軸方向、配力筋
方向それぞれで鉄筋量の不足を補うためのストランドシートの補強枚数を決定する。
２）使用環境に応じた仕上げ塗装材料の選定が好ましい。
３）ハンチ部、コーナー部では、工場で形状加工された専用ストランドシート部材を用いて継ぎ手
構造により対応する。

②施工時
１）下地処理において、コンクリート表面の劣化層（風化・レイタンス・離型剤・剥離モルタル・塗



新技術情報入力システム（建設版） Ｐａｇｅ６ｏｆ１４

装・汚れなど）をディスクサンダーなどを十分除去・研磨する。
２）樹脂類は有機溶剤等で希釈しないこと。
３）フオルカストランドシート工法施工指針に基づいた施工を行う。
４）気温が５ｏＣ以上で施工すること。
５）雨天または結露がある場合には施工しないこと。

③維持管理等
特になし

④その他
施工にあたっては、メーカーから技術指導を受けることも可能である。
ハンチ部、コーナー部などの特殊形状のストランドシート部材は、一週間程度の納期が必要とな
る場合がある。

活用の効果

比較する従来技術

　　　　　　

１鋼板接着工法

項

　

目 活用の効果 比較の根拠

経済性
＊向上（２１．５４

　

％） 同程度 低下（

　

％） 従来工法でのアンカー設置工、シール
工、注入工が不要となり工程が簡素化さ
れているため、工事費が安価になる

工

　

程
＊短縮（５０

　

％） 同程度 増加（

　

％） 作業が簡便であるため、工程が大幅に
短縮できる

品

　

質
＊向上 同程度 低下 軽量で高強度、腐食しない材料で補強

する。

安全性
＊向上 同程度 低下 軽量な材料を人力による軽作業で施工

するため、安全性が確保しやすい

施工性
＊向上 同程度 低下 軽量な材料を手作業で樹脂を用いて貼

り付ける簡便な工法である

周辺環境への
影響

＊向上 同程度 低下 重機を使用しないため二酸化炭素の排
出を抑制できる。軽量な材料を手作業で
施工するため作業員環境が優れる。工
期の短縮が可能なため、交通規制が発
生する場合でも利用者に対する影響を
抑制できる。

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

コストタイプ 並行型：Ｂ（＋）型

活用の効果の根拠

基準とする数

　

日

　

里
１００ 単位 ｍ

２

新技術 従来技術 変化値（％）
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工程 ４

　

日 ８

　

日 ５０

　

％ｏ

項目 仕様 数量 単
位

単価
（円）

金額（円） 摘
要

下地ケレン
工

ディスクサンダー １００ ｍ
２ ２７２１ ２７２１００

ストランドシー
ト貼付工

専用接着剤ＦＢ‐Ｅ７Ｓ下塗り、ストランド
シートＦＳＳ‐ＨＴ６００１層目貼付

１００ ｍ
２ ２５９９５ ２５９９５００

ストランドシー
ト貼付エ

専用接着剤ＦＢ‐Ｅ７Ｓ下塗り、ストランド
シートＦＳＳ‐ＨＴ６００２層目貼付

１００ ｍ
２ ２４４９５ ２４４９５００

仕上塗装工 ウレタン樹脂塗装（中塗、上塗） １００ ｍ
２ ２０８０ ２０８０００

項目 仕様 数量 単
位

単価
（円）

金額（円） 摘
要

工場製作工
４．５ｍｍ厚鋼飯、ブラスト処理、
工場塗装

１００ ｍ
２ １５６５６ １５６５６００

運送費 ４．０６ ｔ ７５００ ３０４５０

下地ケレンエ ディスクサンダー １００ ｍ
２ ２７２１ ２７２１００

アンカー設置工 ７本／ｎｆ ７００ 本 ８８１ ６１６７００

鋼板取付工（一般
部）

１００ ｍ
２ ６６９２ ６６９２００

鋼板取付工（スプライ
ス部）

１５ ｍ
２ ８４８５ １２７２７５

ソールエ １１５ ｍ
２ ６８９０ ７９２３５０

注入工 １１５ ｍ
２ ２４０５４ ２７６６２１０

仕上工 １００ ｍ
２ ９２７ ９２７００

現場塗装工 中塗、上塗 １００ ｍ
２ １１４７ １１４７００

施工単価
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費目 仕様 数
日里

単
位 単価 金額

下地ケレン

　

工
ディスクサンダー １００ ｍ

２ ２，７２１ ２７２，１００

ストランド
シート貼付

　

工

専用接着剤ＦＢ‐Ｅ７Ｓ下塗り、スト
ランドシートＦＳＳ‐ＨＴ６００１層目貼

　　　

付

１００ ｍ
２ ２５，９９５ ２，５９９，５００

ストランド
シート貼付

　

工

専用接着剤ＦＢ－Ｅ７ｓ下塗り、スト
ランドシーートＦｓｓ－ＨＴ６００２層目貼

　　　

付

１００ ｍ
２ ２４，４９５ ２，４４９，５００

仕上塗装
工

仕上げ塗装を行う（中塗、上塗） １００ ｍ
２ ２，０８０ ２０８，０００

直接工事
費合計

５，５２９，１００

直接工事費
計

１請当り工
事費

５５，２９１

施工方法
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残された課題と今後の開発計画

①今後の課題
１）ハンチ部、コーナー部用の専用部材の生産技術向上
２）低温施工が可能な専用接着剤の開発

②対応計画
１）、２）ともに平成２０年度の技術確立、平成２１年度に量産体制確立

実績件数

国土交通省 その他公共機関 民間等

１

　

件 ０

　

件 ０

　

件

国土交通省における施工実績

工事名 事業種類 地方整備局名 事業所名 施工開始 施工終了
ＣＯＲＩＮＳ 登

録 ＮＯ．

管内橋梁補
修外工事 その他 中国地方整備

局
広島国道事
務所

２００７／０６／１５ ２００８／０３／３１
１２１７‐

５９９８×

国土交通省以外の施工実績

工事名１発注者（種別）１ 発注者（事務所）１施工開始１施工終了１ＣＯＲＩＮＳ 登録 ＮＯ．

特許・実用新案

種

　

類 特許の有無 特許番号

特

　

許 有り

　

＊出願中

　　　

出願予定

　　　

無し
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実 施 権 通 常 実 施 権

　　

専 用 実 施 権

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特 許 権 者

　　　

特 許 番 号

　　　　　　　　　　　　

実 施 権 者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特 許 料 等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 施 形 態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問 合 せ 先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 施 権 通 常 実 施 権

　　

専 用 実 施 権

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特 許 権 者

　　　

特 許 番 号

　　　　　　　　　　　　

実 施 権 者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特 許 料 等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 施 形 態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問 合 せ 先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 施 権 通 常 実 施 権

　　

専 用 実 施 権

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特 許 権 者

特 許 詳 細
特許番号

　　　　　　　　　　　　

実施権者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特 許 料 等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 施 形 態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問 合 せ 先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 施 権 通 常 実 施 権

　　　

専 用 実 施 権

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特 許 権 者

　　　

特 許 番 号

　　　　　　　　　　　　

実 施 権 者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特 許 料 等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 施 形 態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問 合 せ 先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 施 権 通 常 実 施 権

　　　

専 用 実 施 権

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特 許 権 者

　　　

特 許 番 号

　　　　　　　　　　　　

実 施 権 者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特 許 料 等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 施 形 態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問 合 せ 先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特 許 の 有 無

実用新案

　

有り 出願中

　　　　　　　

出願予定

　　　　　　　　　

＊無し

　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　

１

特許詳細

実用新案
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備考

第三者評価・表彰等

建設技術審査証明 建設技術評価

証明機関

番

　

号

証明年月日

ＵＲＬ

その他の制度等による証明

制度の名称

番

　

号

証明年月日

証明機関

証明範囲

ＵＲＬ

評価・証明項目と結果

証明項目

　　

１

　　　　

試験．調査内容

　　　　

１

　

結果

実験等実施状況

① 曲げ耐力の向上
橋梁などの桁の曲げ引張側にストランドシートを貼り付けることにより、炭素繊維シート同様に耐
力を大幅に向上させることができる。
【実験の説明】
試験条件：２．２ｍ長のＲＣはりを各々ストランドシート、ＣＦＲＰプレート、炭素繊維シートで補強
判定基準：各種補強材の補強効果の比較
試験結果：ストランドシート補強は、、降伏荷重で、無補強の１７２ｋＮに対して１層補強で２３１ｋＮ、２

層補強で２５５ｋＮとなり、ＲＣはり曲げ補強に有効な結果を示した。剥離荷重も３種の補強材のな
かで最も大きな値を示した。
考 察：ストランドシート工法は、ＲＣはりの曲げ補強において、炭素繊維シート接着工法と同等

以上の降伏応力、終局耐力の向上が期待できる。

（ストランドシート，ＣＦＲＰプレート，炭素繊維シートによるＲＣはりの曲げ補強効果（土木学会第６２回
年次学術講演会、平成１９年９月）（ｐ．７６４））

特許番号

　　　　　　　　　　　　　　　　

実施権 通常実施権 専用実施権
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添付資料

１．工法別積算資料
２．建設省土木研究所共同研究報告第２３５号「コンクリート部材の補修・補強に関する共同研究
報告書（ｍ）」、１９９９．１２（ｐ．２７）
３．ＦＲＰによるトンネル覆工剥落対策マニュアル（ＴＳＣ研究会）（ｐ．１４３）
４．フオルカストランドシート工法施工立会い報告書
５．促進暴露試験結果
６．構造物施工管理要領（日本道路公団）、平成１６年４月（ｐ．３１６）
７．代田橋床版補修工事に伴う追跡調査報告書（九州技術事務所）
８．代田橋施工後５年経過写真
９．ストランドシート，ＣＦＲＰプレート，炭素繊維シートによるＲＣはりの曲げ補強効果（土木学会第６２
回年次学術講演会、平成１９年９月）（ｐ．７６４）
１０．建設省土木研究所共同研究報告書第２２０号「コンクリート部材の補修・補強に関する共同研
究報告書（１）」、１９９９．３（ｐ．１‐４）
１１．フオルカストランドシートリーフレット

１２．フオルカストランドシートの継ぎ手強度
１３．道路橋床版補修要領（建設省関東地方建設局関東技術事務所）（ｐ．１１３）
１４．フオルカストランドシート施工写真
１５．フオルカストランドシート施工見本
１６．国土交通省土木工事積算基準（ｐ．５２８表３，１鋼板接着歩掛）
１７．建設省土木研究所共同研究報告書「付属資料３炭素繊維シート接着工法の施工方法と管理
の目安」、１９９９．１２（ｐ．１０５）
１８．フオルカストランドシート工法施工指針
１９．連続繊維シートを用いた構造物の補修補強指針（土木学会２０００．３）（ｐ．３、ｐ．４１）
２０．鋼板接着工施工要領（ｐ．４）
２１．フオルカストランドシート専用接着樹脂について
２２．フオルカストランドシート専用接着樹脂ＦＢ‐Ｅ７３、ベース樹脂ＦＲ‐Ｅ３Ｐの性能規格書
２３．工程比較表
２４．土木工事安全施工技術指針（平成１３年、国土交通大臣官房技術調査課）
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